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精神医療センターの病棟再編と病床数適正化

・令和９年度までに第２病棟を改修し、児童・
思春期精神科病床を15床設ける

・この改修に伴い、令和８年度中に病床数を19
床削減（1階△2床・2階△17床）
病床数適正化緊急支援事業の助成を受ける。

(補助額：77,976千円)

第２病棟に児童・思春期精神科の専用病床を設置
（病棟のセパレート化・病室の個室化）

【主な改修内容】
・成人用病室との空間分離
・病室の個室化
・学習室の整備

改修後

＊個室化工事後（２病棟・総室なし）

病床数 令和７年度（病床・最大） 令和８年度 令和９年度 令和10年度
１病棟 急性期等 50 43人 48 48 48

一般 50 35人 33 18 18
思春期 15 15

計 100 78人 81 81 81

２病棟

令和８年８月１８日
湖南圏域医療福祉推進協議会資料

○第２病棟改修イメージ

改修前

参考資料２
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県内精神科病床数
２，２４９床

必要病床数
１，８１２床

差引 ４３７床

※湖北圏域地域医療構想調整会議・令和７年度第2回資料を一部改編
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2024. 6 59施設（31都府県）
2026. 7 63施設（33都府県）

63施設中
都府県立 22
うち小児 6

※湖北圏域地域医療構想調整会議・令和７年度第2回資料を一部改編
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※湖北圏域地域医療構想調整会議・令和７年度第2回資料を抜粋


